
令和元年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧）

1.安定した病院経営

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 令和元年度の計画策定当初目標（変更前） 令和元年度目標（変更後）

手術室の効率的な運用
A館手術室稼働率　77.5％
入替時間30分以内

Ａ館手術室稼働率　　77％
Ｅ館手術室稼働率　25％

緊急、準急手術の積極的な受け入れを行う 全身麻酔件数　前年度比2％増 全身麻酔件数　2,700件

全入院患者への服薬指導の実施 服薬指導実施率　95％以上
服薬指導実施件数　23,650件
服薬指導実施率　90％以上

リンパ浮腫複合的治療の算定
リンパ浮腫複合的治療料月別実施件数
１(重症）2件/月
2(1以外)20件/6ヶ月

リンパ浮腫複合的治療料年間実施件数
１(重症）　24件/年
2(1以外)  40件/年

支出の
削減

薬品費の
削減

採用薬品の厳密な選定
入院・外来収益に占める薬品費の比率：
11.6％（28年度実績）を維持

入院・外来収益に占める薬品費の比率：
12.4％（30年度実績）を維持

2.安全で信頼される医療の提供（医療の質の向上）

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 令和元年度の計画策定当初目標（変更前） 令和元年度目標（変更後）

インシデント報告件数の増 インシデント報告件数　6,600回 インシデント報告件数　6,900件

医療安全マニュアルの見直し
マニュアルの見直し、作成および医療安全対
策文書の作成　年5回実施

マニュアルの見直し、作成および医療安全対策
文書の作成　年12回実施

診療密
度の上
昇

平均在院
日数の短
縮

院内心不全パス、心不全地域連携パスの作
成、運用を開始する
心不全終末期患者への意志決定支援、アド
バンス・ケア・プランの実施

地域連携パスが運用されている 地域連携パスを年間10件運用する

患者
サービ
スの向
上

外来待ち
時間の短
縮

外来待ち時間調査、診療科ごとの目標値設
定、逆紹介推進、ＤＡの導入、看護師相談・
説明の構築、外来診療枠見直し

診察予約時間１時間以内診察
外来待ち時間の短縮

診察予約時間１時間以内診察　70％以上
外来会計待ち時間　12.1分（30年度実績）の維
持

良質な
チーム
医療

良質な人
材の確保 初期臨床研修医からの確保、専攻医（専修

医）の育成、大学との連携

緩和ケア医、精神科医、病理医、放射線診断
医1名、麻酔医、救急医、集中治療医1名、その
他診療科医師等を1名確保

緩和ケア医、精神科医、病理医、放射線診断医、
麻酔医、救急医、集中治療医等を1名確保

チーム医
療の充実

リエゾンセンターを拠点に活動するチームの
充実

精神科リエゾンチームでのカンファレンス
週３回
合同のチームメンバーで回診、カンファレンス
実施回数　週１回
リエゾンセンター勉強会実施回数　年４回

精神科リエゾンチームでのカンファレンス
毎日
合同のチームメンバーで回診、カンファレンス実
施回数　週１回
リエゾンセンター勉強会実施回数
年３回以上

3.高度急性期病院の機能の充実

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 令和元年度の計画策定当初目標（変更前） 令和元年度目標（変更後）

将来的に指定要件が厳格化されることを見
込んだ整備

地域がん診療連携拠点病院として提出する平
成31年度のキャンサーボード検討率　28％

「いろんなつらさの問診票」の件数
前年度の10％増

緩和ケア講習受講率
　1年以上自施設に所属するがん診療に
　携わる医師・歯科医師の受講率 90％
　自施設に所属する臨床研修医の
　研修修了時の受講率 100％

緩和ケアリンクナースの配置　必要全部署

緩和ケアセンターの設立

令和元年度に地域がん診療連携拠点病院として
提出する平成30年度のキャンサーボード検討率
28％

「いろんなつらさの問診票」の件数　261件

緩和ケア講習受講率
　　自施設に所属する臨床研修医及び
　　1年以上自施設に所属するがん診療に
    携わる医師・歯科医師が当該研修を
　　修了する体制を整備する

緩和ケアリンクナースの配置　必要全部署

緩和ケアセンターの設立

緩和ケア専従医を確保し、緩和ケア病棟の
運営充実を図る

緩和ケア病棟稼働率　90％
緩和ケア専従医1名の確保
緩和ケア病棟稼働率　90％

乳腺セン
ターの開
設

乳腺外科、形成外科、放射線治療科、病理
検査室、乳がん認定看護師、薬剤局などの
各部門がさらに密接に連携し、ひとりの乳が
ん患者の診療の充実を図る

乳腺疾患手術例　300例以上/年
乳腺疾患手術例　300例以上/年
遺伝カウンセリング　20例/年

体制の整
備

収入の
確保

その他の
収入確保
策

安全管理
対策と予
防

医療安
全管理
体制の
充実

地域が
ん診療
連携拠
点病院
の充実
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令和元年度の取り組み（変更箇所の抜粋一覧）
 変更  変更 追加・変更 下方修正 上方修正 追加または変更 

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 令和元年度の計画策定当初目標（変更前） 令和元年度目標（変更後）

前方連携
の強化 連携医優先予約診療患者数の増 3,500人 4,050人

退院支援の充実
入退院支援加算1　　　　 6,000件
介護支援等連携指導料 　550件
退院時共同指導料2　   　 140件

入退院支援加算1　　　 6,720件
介護支援等連携指導料　700件
退院時共同指導料2　 　　160件

退院調整看護師の積極的な活用
（訪問看護ステーション設置の検討）

退院前・退院後訪問指導　15件
在宅患者訪問看護指導料　5件

退院前・退院後訪問指導　30件
在宅患者訪問看護指導料　5件

災害拠
点病院
の充実

災害時に
おける体
制の整備

災害時の対応について訓練を実施すると共
に、防災マニュアルを定期的に見直す
災害に備える対策と災害後の病院機能復帰
への対策（ＢＣＰ）を策定し、定期的に見直す
ＤＭＡＴの充実を図る

防災訓練の実施　年1回
ＤＭＡＴ隊員2名の増員

防災マニュアル・ＢＣＰを見直す
防災訓練の実施　年1回
ＤＭＡＴ隊員2名の増員

4.教育・研修等の充実

中項目 小項目 中期経営計画上で実施するとされていること 令和元年度の計画策定当初目標（変更前） 令和元年度目標（変更後）

メディカル
スタッフの
専門性の
向上

資格認定等の取得

新たな認定資格の取得
     ・臨床検査技師　3名
     ・放射線技師　　 1名
     ・臨床工学技士　1名
　   ・理学療法士　　 1名
現在の認定資格の維持
　　 ・管理栄養士

新たな認定資格の取得
     ・臨床検査技師　3名
     ・放射線技師　　 1名
     ・臨床工学技士　1名
　   ・理学療法士　　 2名
　　 ・作業療法士 　1名
現在の認定資格の維持
　　 ・管理栄養士

事務の専
門性の向
上

事務局内の専門研修を実施する
外部の専門的研修への参加

・内部研修　9回
・外部研修　50人

・内部研修　6回
・外部研修　50人

臨床研修
病院の充
実 臨床研修病院として、卒後研修教育に力を

注ぎ、将来地域に還元できるような医師を育
成する

12名フルマッチ

12名フルマッチ

令和2年度からの新プログラムへの取り組み
研修医の待遇の改善に配慮

教育・
研修等
の充実

地域医
療支援
病院の
強化

後方連携
の強化
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